
地域に踏み込むはじめのいっぽ

新型コロナウィルスの影響が出始めて約1年。子どもをめぐる環境もさまざまな変

化がありました。感染拡大防止のための一斉の休校措置、集まって遊ぶ場や、子ど

も食堂なども活動の自粛や縮小を余儀なくされました。

もともと乳幼児親子のサポートを地域でおこなっていた松田さん。地域での貧困

は見えづらく、どこからつながろうかと思っていたところ、子どもたちが心配という

思いから、ひろばに漫画文庫を置き、さりげなくパンを渡すことから食を通じた親

子の支援を始め、もともと持っていた地域のつながりによりその活動は広がりを見

せていきます。

「特別な誰か」じゃなくてもいろいろな人とつながり、参加と協力によって地域で

支える実践を聞いて、私たちもできることから一歩踏み出してみませんか？

松田 妙子さん
せたがやこどもﾌｰﾄﾞﾊﾟﾝﾄﾘｰ

共同代表

フミコムcafe オンライン

食を通じて人がつながる、人を支える
- せたがやこどもフードパントリーの実践に学ぶ -

食支援はセーフティネットでもあるけど、
地域につながる入口でもある！
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